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紙面から11月の出来事
●時　事
  1日  北朝鮮6カ国協議復帰を表明
  2日  高校必修科目の履修不足問題、
　　　　　　政府が救済策決定
11日　ヴァンフォーレ甲府  J１残留を決める 

●山梨県中央会ニュース
12日  中小企業団体親睦ゴルフコンペ
17日  正副会長会議・理事会  
　　　　　　青年中央会県大会
28日  活力ある職場づくり推進運動県大会

12月の予定
  5日  郡内地域組合研修会
28日  仕事納め

2面　県政功労者/施策情報/息吹
3面　景況情報/業界の声
4面　アクティブkumiai
5面　アクティブkumiai
6面　Hello!組合事務局
  　　山梨県化粧品小売協同組合女性部
  　　青年部県大会
7面　ジョブサポートだより/情報BOX
8面　ゴルフコンペ/全国ふるさとフェア
  　　2007新春交流会案内
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山
梨
県
中
小
企
業
総
決
起
大
会

が
、
平
成
18
年
10
月
31
日
︵
火
︶
甲

府
富
士
屋
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　
中
小
企
業
総
決
起
大
会
の
冒
頭

﹁
中
小
企
業
に
と
り
重
要
な
課
題

を
抱
え
る
と
き
、国
、県
に
向
か
い

中
小
企
業
の
実
態
を
訴
え
、
そ
の

環
境
整
備
に
力
を
注
い
で
い
た
だ

く
と
同
時
に
、
我
々
中
小
企
業
も

自
ら
行
う
べ
き
事
は
実
践
す
る
こ

と
﹂と
宮
川
中
央
会
会
長
が
力
強
く
、

開
会
宣
言
し
挙
行
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
山
本
栄
彦
山
梨
県
知

事
他
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
下
記

の
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
本
年

度
の
決
起
大
会
の
幹
事
で
あ
る
山

梨
県
商
工
会
連
合
会
の
竹
井
会
長

よ
り
、
来
賓
の
方
々
に
要
望
書
が

中
小
企
業
の
総
意
と
し
て
手
渡
さ

れ
た
。

  

要
望
書
内
容

　
我
が
国
経
済
は
、
全
体
と
し
て

は
景
気
回
復
基
調
に
あ
り
、
デ
フ

レ
脱
却
へ
の
展
望
も
見
え
始
め
て

い
る
が
、一
方
で
、大
都
市
と
地
方
、

大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
間
で
格

差
が
み
ら
れ
、
依
然
と
し
て
景
気

低
迷
を
訴
え
る
地
域
や
中
小
企
業

か
ら
の
声
も
多
い
状
況
に
あ
る
。




ま
た
、原
油
価
格
や
米
国
等
海
外

経
済
の
動
向
、
ゼ
ロ
金
利
解
除
に

伴
う
金
利
動
向
な
ど
の
不
安
定
要

因
も
存
在
し
て
い
る
。




我
が
国
が
現
在
、経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
競
争
激
化
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
財
政
健
全
化
問

題
な
ど
幾
多
の
重
要
な
課
題
に
直

面
す
る
中
で
、
地
域
経
済
の
活
力

の
源
泉
で
あ
る
中
小
・
小
規
模
企

業
の
競
争
力
強
化
が
図
ら
れ
そ
の

成
長
発
展
が
遂
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、

﹁
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
﹂
に

も
示
さ
れ
て
い
る
持
続
的
か
つ
安

定
し
た
経
済
成
長
を
実
現
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。政
府
は
、経
済
情

勢
に
十
分
配
慮
し
た
柔
軟
な
政
策

運
営
を
行
い
、
挑
戦
す
る
意
欲
と

能
力
の
あ
る
中
小
企
業
や
地
域
が

自
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環

境
の
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
山
梨
県
に
お
い
て
も
地
方
分
権

が
進
展
す
る
な
か
、
中
小
企
業
に

活
力
を
呼
び
戻
し
地
方
産
業
の
再

生
と
革
新
を
図
る
こ
と
こ
そ
が
、

知
事
の
提
唱
す
る
美
力
・
民
力
・
創

力
を
生
か
し
た﹁
創
・
甲
斐
プ
ラ
ン

21
﹂
の
着
実
な
実
現
を
牽
引
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
も
積

極
的
且
つ
大
胆
な
中
小
・
小
規
模

企
業
支
援
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ

る
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、我
々
は
、

地
域
経
済
社
会
の
活
性
化
と
中
小
・

小
規
模
企
業
の
活
力
増
進
の
た
め
、

平
成
19
年
度
国
・
県
予
算
の
拡
充

強
化
等
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
実

現
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
を
す
る
。

１.

中
小
・
小
規
模
企
業
、連
携

組
織
対
策
予
算
の
十
分
か

つ
安
定
的
確
保

１.

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
産
業
振

興
策
の
充
実
・
強
化

１.

金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
整
備
・
充
実
に
よ
る
中

小
企
業
へ
の
支
援

１.

中
小
企
業
関
係
税
制
の
是
正
・

拡
充

　
ま
た
、
緊
急
動
議
と
し
て
財
団

法
人
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ
り
、

下
記
の
要
望
案
件
が
提
案
さ
れ
採

択
さ
れ
た
。

  

緊
急
動
議
趣
旨

　
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
、

長
期
に
わ
た
る
運
賃
の
下
落
等
に

よ
り
経
営
状
況
が
誠
に
厳
し
い
中
、

こ
の
原
油
高
に
よ
る
燃
料
価
格
の

高
騰
が
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
自
助
努
力
も
限
界
に
至
っ
て
お

り
、
平
成
15
年
３
月
か
ら
見
る
と

軽
油
価
格
が
約
50
％
値
上
が
り
し
、

燃
料
が
占
め
る
コ
ス
ト
度
合
い
が

他
産
業
に
比
べ
著
し
く
高
い
ト
ラ

ッ
ク
業
界
の
経
営
状
態
は
最
悪
で

あ
り
、
こ
こ
数
年
間
で
か
な
り
の

数
の
廃
業
、
休
業
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。

　
﹃
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
れ
ば
暮
ら

し
は
止
ま
る
﹄
と
い
う
最
悪
な
状

況
に
近
づ
い
て
い
る
。引
き
続
き
我
々

も
自
助
努
力
を
、続
け
て
い
く
が
、

国
、県
に
お
い
て
も
、軽
油
価
格
高

騰
分
の
転
嫁
を
含
め
た
、運
賃
・
料

金
適
性
収
受
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
に
お
け
る
最
低
運
賃

制
の
導
入
を
含
め
た
運
賃
制
度
の

確
立
を
強
く
望
む
。

平
成
18
年
度

中小企業総決起大会の会場にて

力強いシュプレヒコール 開会宣言する宮川会長



息
吹

ibuki
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「
検
定
」あ
れ
こ
れ

　
巷
で
は
近
頃
、﹁
検
定
﹂
が
流
行
っ
て
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
は
、検
定
ラ
ン
キ
ン
グ
な
る
も
の
が
あ
る
ほ
ど
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　
辞
書
に
よ
る
と
、﹁
検
定
﹂
と
は
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
い

て
検
査
し
、合
格
・
不
合
格
、等
級
な
ど
を
決
め
る
こ
と
と
あ

り
、学
生
時
代
に
は
、で
き
る
こ
と
な
ら
受
け
た
く
な
い
、逃

げ
出
し
た
い
と
思
わ
れ
た
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、ヤ
フ
ー
の
検
定
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
は
、﹁
日
本

人
検
定
﹂
で
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
の
常
識
度
を
問
う
も
の

で
す
。
他
に
は
、﹁
ド
ラ
ク
エ
呪
文
検
定
﹂
な
ど
の
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
も
の
か
ら
、﹁
血
液
型
検
定
﹂な
ど
気
楽
に
受
け
ら
れ
る

も
の
ま
で
、様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
確
か
な
知
識
を
問
い
、
有
料
で
検
定
を
行
う
も
の

が
あ
り
、難
易
度
の
高
い
も
の
と
し
て
は
、﹁
世
界
遺
産
検
定
﹂

が
あ
り
ま
す
。公
式
教
材
の
販
売
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
が
行

わ
れ
て
お
り
、検
定
料
の
一
部
は
世
界
遺
産
の
保
全
活
動
基

金
と
し
て
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
も
、
京
都
・
観
光

検
定
、
東
京
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
検
定
な
ど
歴
史
・
地
理
・
風
土
な

ど
に
関
す
る
知
識
を
問
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。　





こ
の
よ
う
な
中
、本
県
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、10
月
に

第
１
回﹁
富
士
山
検
定
︵
３
級
︶
﹂が
行
わ
れ
、合
格
者
は
２
月

の
２
級
検
定
、さ
ら
に
そ
の
合
格
者
は
来
年
の
１
級
検
定
を

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
３
級
検
定
問
題
は
、
１
２
０

問
も
あ
り
、か
な
り
難
易
度
が
高
い
も
の
で
し
た
。

　
気
軽
な
も
の
と
し
て
は
、
１
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
﹁
風
林

火
山
博
﹂︵
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
特
設
会
場
︶に
お
い
て
、﹁
挑
戦
！

風
林
火
山
検
定
﹂︵
10
問
︶
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
挑
戦
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
１
人
で
も
多
く

の
県
民
の
皆
様
が
郷
土
の
英
雄
﹁
武
田
信
玄
﹂
と
信
玄
の
時

代
を
再
認
識
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
こ
と
を
切
に
期
待

し
ま
す
。

　山梨県は、平成18年度の県政功績者55人と1団
体を14日付けで発表した。産業分野は13人、組合
関係者では6名が栄えある受章を受けた。県政功績者 組合関係者6名が受章

　地域団体商標制度がスタートしてから半年が経過し、経済産業省
特許庁は10月27日、4月に出願された374件中52件について、商
標登録をすべき旨の査定をし出願人に通知しました。これにより、
今回登録査定を受けた地域団体商標については、査定の伝達があっ
た日から30日以内に登録料の納付があれば、商標権の設定の登録
が行われ商標権が発生することとなります。

  地域団体商標制度とは
　地域の名称及び商品（役務）の名称等からなる商標について、一定の範

囲で周知となった場合には、事業協同組合等の団体が地域団体商標とし

て登録することを認める制度です。

  地域団体商標制度の目的
　近年、特色ある地域づくりの一環として、地域の特産品等を他の地域

のものと差別化を図るために地域ブランド作りが全国的に盛んになっ

ています。

　このような地域ブランド化の取り組みでは、地域の特産品にその産地

の地域名を付す等、地域名と商品名からなる商標が数多く用いられてい

ます。しかしながら、従来の商標法では、地域名と商品名からなる商標は、

商標としての識別力を有しない、特定の者の独占になじまない等の理由

により、図形と組み合わされた場合や全国的な知名度を獲得した場合を

除き、商標登録を受けることはできませんでした。

　このため地域名と商品名からなる商標がより早い段階で商標登録を

受けられるようにすることにより、地域ブランドの育成に資するため、

平成17年の通常国会で「商標法の一部を改正する法律」が成立し、本年4

月1日に同法が施行されました。

　10月26日現在、出願件数は605件あり高い関心を集めています。山梨

県内では、「甲州手彫印象」、「甲州地どり」、「甲州小梅」、「やはたいも」、「南

部の木」、「甲州牛」の6件が出願しています。

  地域団体商標の登録要件
　「地域名＋商品（役務）名」からなる商標であって、以下の要件に該当す

るものを地域団体商標として登録することができます。

①団体の適格性（組合であって構成員資格者の加入の自由があること


例：事業協同組合、農業協同組合）

②地域名と商品（役務）とが密接な関連性を有すること（商品の産地、役

務の提供地、主要原材料の産地等）

③出願人が当該商標を使用したことにより出願人の商標として一定程

度（例えば隣接都道府県に及ぶ程度）の周知性を獲得していること

④商標全体として商品（役務）の普通名称でないこと
等

  地域団体商標権者の権利
○指定商品（役務）について、登録商標を使用する権利を占有（25条）

○類似商標の他人による使用等を排除（37条）

　　差止請求権、損害賠償請求権、刑事罰等

○移転等の制限（24条の2）

  お問い合わせ先
　経済産業省特許庁審査業務部商標課
　地域団体商標推進室長　間 庭 典 之
　　　　　　　課長補佐　矢 澤 一 幸
　　　　　　　　　電話 03－3581－1101（代）　（内線2828）
　　　　　　　　　　　 03－3580－8012（直）

小 林 忠 次 氏
県木材協同組合連合会 副会長

前 島 善 福 氏
県ワイン酒造組合 会長

石 倉 定 紹 氏
元県トラック協会 理事
元同協会郡内 支部長

石 部 元 章 氏
山梨県中小企業団体中央会 理事
下部旅館振興協同組合 理事長

身延町商工会 副会長

小 松 義 文 氏
山梨県中小企業団体中央会 理事
山梨中央青果商業協同組合 理事長

窪 田 広 宣 氏
山梨県中小企業団体中央会 副会長
元県ジュエリー協会 理事長
元県水晶宝飾連合会 会長
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　下記のグラフに示されている割合をDI値※により分析すると、
収益状況は前年同月に比べて18ポイント増加、前月比でも4ポイ
ント増加している。売上高は前年同月と変動は無いが、前月と比
べると2ポイント増加している。また、景況感についても前年同
月と比べて2ポイント増、前月と比べても6ポイント増加するな
ど持ち直しの動きが見えている。しかし、情報連絡員から寄せら
れた個々のコメントから全体の景気状況をみると、消費動向は低
調で、さらに原材料高や原油価格の上昇に伴い収益率が悪化する
など、先行きの不透明さを訴える声が多い。

※DI値=((良数値÷対象数)×100)一((悪数値÷対象数)×100)

sデータから見た

業界の動き
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成18年9月分）

●


協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
　

　
　
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
中
込
壹
幸 

氏

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
そ
う
で
す
が

？

　
組
合
の
山
梨
県
鉄
構
認
定
職
業
訓
練
校︵
昭
和
57
年
開
校
︶

の
訓
練
担
当
教
務
職
員
と
し
て
こ
の
11
月
に
表
彰
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。職
業
訓
練
校
に
は
、溶
接
技
術
・
検
査
技
術
・
ク
レ

ー
ン
操
作
な
ど
９
学
科
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
25
年
の
受
講

学
科
数
で
延
べ
３
千
名
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
の
職
業
訓
練
校
は
、
組
合
員
の
鉄
骨
工
場
の
グ
レ

ー
ド
認
定
制
度
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
工
場

認
定
制
度
は
、
工
場
の
設
備
と
従
業
員
の
溶
接
な
ど
の
資
格

に
よ
り
、
Ｈ
か
ら
Ｊ
ま
で
の
４
グ
レ
ー
ド
に
分
け
ら
れ
施
工

で
き
る
物
件
の
大
き
さ
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。




従
業
員
の
資
格
取
得
が
グ
レ
ー
ド
認
定
と
受
注
物
件
の
大

き
さ
に
結
び
つ
く
た
め
、
業
界
の
人
材
育
成
制
度
と
し
て
の

職
業
訓
練
校
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
運
営
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

？

　﹁
組
合
員
へ
の
情
報
伝
達
を
し
っ
か
り
行
い
、組
合
の
運
営

を
円
滑
に
す
る
﹂こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
月
始
め
に
３
つ
の
部
会
と
３
つ
の
委
員
会

と
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
運
営
に
必
要
な
様
々
な
事
項

が
検
討
・
決
定
さ
れ
ま
す
。そ
の
結
果
を
す
べ
て
議
事
録
に
し

て
全
組
合
員
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、支
部
会
が
開
か

れ
、
組
合
の
部
会
・
委
員
会
・
理
事
会
で
決
定
し
た
こ
と
が
再

確
認
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
支
部
会
で
出
さ
れ

た
意
見
が
、
次
回
の
部
会
・
委
員
会
・
理
事
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
と
っ
て
組
合
運
営

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
部
の
議
事
録
を
遅
滞
な
く
作
る
こ
と
は
事
務
局
と
し
て

大
変
な
作
業
で
す
が
、
組
合
の
意
志
決
定
と
運
営
を
円
滑
に

す
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
鉄
構
業
界
は

？

　
昨
年
の
耐
震
偽
装
問
題
以
降
、
建
物
の
設
計
仕
様
書
に
鉄

骨
事
業
者
の
工
場
グ
レ
ー
ド
が
指
定
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。組
合
員
の
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、こ

れ
か
ら
も
技
術
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
組
合
と
し
て
も

し
っ
か
り
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

■
秋
・
冬
物
商
戦
は
低
調
ス
タ

ー
ト

　
秋
・
冬
商
戦
を
控
え
、小
売
・

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
需
要
の
増
加

が
望
ま
れ
て
い
る
が
、原
材
料

高
騰
や
気
温
の
上
昇
等
に
よ
り

売
上
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

●
10
月
は
紅
葉
見
物
の
目
的
で

観
光
客
が
増
え
る
時
期
で
あ

る
が
、東
北
地
方
が
中
心
。富

士
五
湖
地
方
は
11
月
が
観
光

の
本
番
と
な
る
。
ま
た
富
士

五
湖
地
方
へ
の
修
学
旅
行
客

は
毎
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、

景
気
の
上
昇
間
は
感
じ
ら
れ

ず
、客
単
価
が
下
落
。︵
宿
泊
業
︶

●
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
来
た
と
は

思
え
な
い
、来
客
数
。厳
し
い

状
況︵
宿
泊
業
︶

●
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
が
近
づ
き
、

売
上
の
増
加
が
期
待
さ
れ
た

が
消
費
の
低
迷
と
原
材
料
高

の
影
響
に
よ
り
売
上
が
減
少

し
て
い
る
。
11
月
は
ジ
ュ
エ

リ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
セ
ー
ル

な
ど
を
実
施
し
、
需
要
が
盛

り
上
が
る
こ
と
を
期
待
。︵
金

属
製
品
卸
売
り
︶

●
地
金
価
格
の
水
準
が
高
い
ま

ま
で︵
昨
年
同
月
比
１
・
３
倍
︶

生
産
数
量
が
減
少
。
ク
リ
ス

マ
ス
商
戦
に
向
け
て
の
動
き

も
昨
年
度
よ
り
活
発
さ
が
見

ら
れ
な
い
。︵
貴
金
属
製
造
︶

●
秋
冬
物
商
戦
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、普
段
よ
り
活
気
が
な
く
、

共
同
で
の
売
り
出
し
を
行
っ

て
も
来
街
者
が
少
な
い
状
況

︵
卸
売
業
︶

●
数
値
的
に
は
昨
年
度
と
変

わ
ら
な
い
が
、売
上
・
来
客
数

共
に
先
行
き
の
見
通
し
が
た

た
な
い
状
況
。
例
年
だ
と
月

の
後
半
に
は
鍋
物
需
要
が
で

て
活
気
が
で
て
く
る
が
、
今

年
は
気
温
が
高
く
、
需
要
を

鈍
ら
せ
て
い
る
。︵
食
料
品
小

売
業
︶

 

業
界
か
ら
一
言

■
県
内
景
気
・
消
費
動
向
は
低
調
、

原
油
価
格
の
再
高
騰
へ
の
不

安
の
声

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を

行
い
、
業
界
振
興
を
図
っ
て

い
る
が
、
世
間
で
言
わ
れ
る

景
気
回
復
の
兆
候
が
一
向
に

現
れ
て
い
な
い
感
じ
が
す
る
。

︵
ワ
イ
ン
製
造
︶

●
燃
料
費
が
少
し
下
が
っ
た
が
、

先
行
き
の
不
安
は
払
拭
で
き

な
い
。︵
道
路
貨
物
運
送
業
︶

●
﹁
10
月
期
は
原
油
価
格
の
大

幅
な
下
落
と
需
要
の
低
迷
に

よ
り
元
売
り
価
格
は
前
月
比

４
円
程
度
の
値
下
げ
予
想
が

さ
れ
た
が
、
今
年
１
月
〜
９

月
ま
で
の
コ
ス
ト
上
昇
分
を

価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
各

小
売
店
は
２
円
程
度
の
値
下

げ
。
し
か
し
原
油
価
格
の
下

落
は
ま
も
な
く
終
わ
り
、
再

度
上
昇
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
﹂
と
分
析
、
原
油
価
格
高

騰
の
影
響
は
長
期
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。︵
石
油
小

売
業
︶

●
来
店
サ
イ
ク
ル
が
長
く
な
っ

て
い
る
。︵
美
容
業
︶

●
全
般
的
に
受
注
量
が
低
調
。

ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
り
の
紋
紙
を

作
る
業
者
に
仕
事
が
入
っ
て

い
な
い
の
で
、
低
調
な
ム
ー

ド
は
当
分
続
き
そ
う
。︵
織
物

製
造
︶

●
道
路
工
事
の
減
少
が
大
き
く

影
響
し
、
売
上
高
の
前
年
同

月
比
△
30
％
、
各
社
資
金
繰

り
も
悪
化
。
今
後
の
見
通
し

も
不
透
明
。︵
砂
利
採
取
業
︶

●
公
共
投
資
の
減
少
に
よ
り

一
部
地
域
を
除
い
て
、
土
木

関
連
工
事
が
少
な
く
、
年
度

当
初
よ
り
７
ヶ
月
連
続
で
前

年
度
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
。

大
変
厳
し
い
状
況
。︵
生
コ
ン

製
造
︶

●
当
月
は
退
店
者
が
多
く
、
売

上
が
減
少
。
世
間
で
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
好
況
の
兆

し
は
数
字
的
に
は
現
れ
て

い
な
い
。︵
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
︶

●
公
共
工
事
が
減
少
し
、
今
後

増
加
す
る
見
通
し
も
無
い
た

め
、
廃
業
や
業
種
転
換
の
動

き
が
増
し
て
い
る
。︵
総
合
建

設
業
︶

●
受
注
の
見
通
し
が
悪
い
︵
木

造
建
築
︶

●
県
内
の
建
設
現
場
も
増
え
て

い
る
が
、
型
枠
材
で
あ
る
コ

ン
パ
ネ
の
値
上
が
り
分
を
単

価
に
上
乗
せ
で
き
ず
、
必
然

的
に
賃
金
の
カ
ッ
ト
で
吸
収

す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。

工
事
物
件
の
多
い
首
都
圏
で

は
２
３,
０
０
０
円
／
日
前

後
ま
で
賃
金
を
出
す
物
件
が

多
い
が
、
県
内
の
型
枠
大
工

の
賃
金
は
１
４,
０
０
０
円

／
日
前
後
ま
で
下
が
っ
て
い

る
。︵
職
別
工
事
︶

●
合
板
・
パ
ー
チ
ク
ル
ボ
ー
ド
、

接
着
剤
、
シ
ン
ナ
ー
及
び
塗

料
な
ど
の
原
材
料
が
値
上
が

り
し
て
お
り
、
今
後
の
不
安

材
料
と
な
っ
て
い
る
。︵
家
具

製
造
業
︶

●
パ
ル
プ
や
薬
品
な
ど
の
原
材

料
が
昨
年
に
比
べ
20
％
程
度

値
上
が
り
し
て
い
る
。︵
紙
製

造
業
︶

●
営
業
車
の
燃
料
費
負
担
が
大

き
い︵
飲
食
料
卸
売
業
︶

収益状況
2005年10月

景況感
2005年10月

売上高
2005年10月

2006年10月 2006年10月2006年10月

減少
38%

不変
46%

増加
16%

悪化
48%

不変
48%

好転
4%

悪化
38%

不変
52%

好転
10%

減少
34%

不変
54%

増加
12%

悪化
32%

不変
62%

好転
6%

悪化
30%

不変
66%

好転
4%
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

　
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合︵
川

手
正
紀
理
事
長
︶
は
、
第
１
、
２
期

生
に
続
き
﹃
外
国
人
研
修
生
共
同

受
入
事
業
﹄と
し
て
、第
３
期
生
の

受
け
入
れ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

第
三
期
生
と
な
る
今
回
は
、
中
国

江
蘇
省
南
通
市
か
ら
の
研
修
生
20

名
が
来
日
、
組
合
企
業
７
社
が
受

け
入
れ
企
業
と
な
り
研
修
を
行
う
。

　
今
回
、11
月
６
日
に
甲
府
市﹁
甲

府
商
工
会
議
所
﹂
で
行
わ
れ
た
開

講
式
で
は
、
研
修
生
20
名
の
自
己

紹
介
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
日
本
で
の
研
修
生
活
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
研
修
生
20
名

は
は
し
っ
か
り
と
し
た
日
本
語
で

抱
負
を
語
っ
た
。ま
た
、︵
財
︶国
際

研
修
協
力
機
構
の
小
林
功
治
氏
か

ら
研
修
生
、
受
け
入
れ
企
業
に
対

し
て
の
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
会

も
行
わ
れ
、
１
ヶ
月
に
渡
っ
て
行

わ
れ
る
座
学
研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

　
研
修
生
は
日
常
生
活
や
技
術
研

修
に
必
要
な
日
本
語
会
話
の
習
得

を
中
心
に
、日
本
の
生
活
慣
習
、健

康
管
理
、
日
本
の
法
律
や
安
全
な

ど
を
集
合
研
修
で
学
ん
だ
後
、
組

合
員
企
業
で
縫
製
技
術
の
習
得
を

行
い
、来
年
11
月
の
技
能
検
定
合
格
後
は
二
年
間
の
技
能
実
習
生
と
し

て
就
労
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
11
月
15
日
に
は
中
央
会
か
ら
も
金
丸
事
務
局
長
が
講
師
を
努
め
、第

１
部
で
は
①
日
本
の
中
小
企
業

に
つ
い
て
、②
中
小
企
業
組
合
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、第
２
部
で

は
〜
異
文
化
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
〜
を
テ
ー
マ
に
、中
国
と
日

本
の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
研

修
生
と
の
質
疑
応
答
・
対
話
形
式

で
行
い
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

と
な
っ
た
。

中
国
人
研
修
生
の
受
入
事
業

第
３
期
生
ス
タ
ー
ト

「
第
25
回
富
士
吉
田

      

産
地
総
合
織
物
展
」を
開
催

整
備
技
術
の
向
上
と
安
全
・
安
心
な

自
動
車
社
会
を
目
指
し
て

山梨県アパレル工業組合

社団法人山梨県自動車整備振興会
山梨県自動車整備商工組合

富士吉田織物協同組合

TOPICS

TOPICS

TOPICS

熱心に聞き入る研修生

魅力ある出展アイテムが数多く揃った

　
富
士
吉
田
織
物
協
同
組
合
︵
勝

俣
明
美
理
事
長
︶
は
、
去
る
10
月

24
日
、
25
日
の
2
日
間
、
東
京
・
北

青
山
の
テ
ピ
ア
　
エ
ク
ジ
ビ
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
て
﹁
富
士
吉
田
産
地

総
合
織
物
展
﹂
を
開
催
し
た
。
今

年
で
25
回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
生
産
基
地
か
ら
発
信

す
る
新
し
い
枠
組
み
に
よ
る
素

材
作
り
を
提
案
し
て
行
こ
う
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、
富
士
吉
田
市

長
、
中
央
会
宮
川
会
長
ら
来
賓
を

招
き
、
関
東
圏
を
中
心
に
全
国
の

ア
パ
レ
ル
業
界
の
業
者
、
関
係
者

約
３
５
０
社
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。

　
統
一
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
組
合

の
市
内
織
物
業
者
23
社
が
服
地

部
会
、
裏
地
部
会
、
ア
ー
ト
＆
リ
ビ
ン
グ
部
会
、
ネ
ク
タ
イ
部
会
に
分

か
れ
、
商
品
開
発
力
を
発
揮
し
、
新
し
い
素
材
や
加
工
技
術
を
活
か
し

た
裏
地
、
ネ
ク
タ
イ
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
婦
人
服
、
ア
ー
ト
や
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
服
飾
雑
貨
な
ど
約
３
０
０
点
を
出
品
し
た
。
会
場

で
は
良
質
で
高
付
加
価
値
の
出
展
品
に
熱
心
に
見
入
る
来
場
者
の
姿

が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
見
ら
れ
、
数
多
く
の
引
き
合
い
が
あ
り
、
各
ブ
ー

ス
で
商
談
会
が
行
わ
れ
る
中
、
特
に
婦
人
服
、
富
士
山
グ
ッ
ズ
、
ほ
ぐ

し
織
り
、ネ
ク
タ
イ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
ア
ー
ト
＆
リ
ビ
ン
グ
部
会
は
11
月
22
日
か
ら
25
日
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ

れ
た
展
示
会
に
も
出
展
し
、

広
く
一
般
の
来
場
者
に

も
好
評
を
得
て
い
た
。

　
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し

好
評
を
得
て
い
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
へ
の

販
路
開
拓
お
よ
び
織
物

産
地
・
富
士
吉
田
の
格
好

の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
産
地
ブ
ラ

ン
ド
﹃
ふ
じ
や
ま
織
﹄
の

確
立
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

開会式での勝俣理事長はじめ実行委員会のメンバー

優勝した甲府南支部チーム

真剣に競技に挑む各選手

●優　勝　甲 府 南 支 部　荻原輝彦、望月太郎（㈱オートサービス車検センター）

●準優勝　甲 府 北 支 部　井出錠治、長田義久（山梨交通㈱甲府整備工場）

●３　位　南アルプス支部　樋泉政徳（樋泉自動車）、津久井求（津久井モータース）

　
社
団
法
人
山
梨

県
自
動
車
整
備
振

興
会
／
山
梨
県
自

動
車
整
備
商
工
組

合
︵
荻
原
公
明
会

長
／
理
事
長
︶
は

10
月
28
日
、
組
合

施
設
内
に
お
い
て
、

第
16
回
山
梨
県
自

動
車
整
備
技
能
競

技
大
会
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
自

動
車
整
備
士
の
技

能
に
つ
い
て
適
正

な
評
価
を
行
う
こ

と
に
よ
り
一
層
の

技
能
向
上
を
促
し
、職
責
に
誇
り
と
励
み
を
与
え
、さ

ら
に
一
般
に
対
し
て
自
動
車
整
備
業
界
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
高
め
、自
動
車
の
安
全
性
の
確
保
、環
境

保
全
へ
の
寄
与
な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
。

　
当
日
は
県
下
18
支
部
の
各
組
合
員
企
業
か
ら
選
り

す
ぐ
ら
れ
た
整
備
士
︵
選
手
︶
チ
ー
ム
13
組
が
、
エ
ン

ジ
ン
各
部
の
計
測
や
点
検
作
業
、
電
気
系
統
の
断
線

検
査
や
法
定
12
ヶ
月
点
検
の
確
実
性
な
ど
決
め
ら
れ

た
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

　
優
勝
チ
ー
ム
は
来
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
山
梨
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

抱負を語る研修生

講師を行った金丸事務局長
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特
色
あ
る
家
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
る
山
梨
県
中
小
建
設
業

協
同
組
合︵
高
野
愛
治
郎
理
事
長
︶

は
、こ
の
た
び︵
株
︶夢
ハ
ウ
ス
と

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を

結
び
、﹁
夢
ハ
ウ
ス
﹂の
展
開
を
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　﹁
夢
ハ
ウ
ス
﹂と
は
、天
然
無
垢

材
な
ど
の
自
然
素
材
を
住
宅
の

構
造
材
を
は
じ
め
壁
、天
井
、床
、

建
具
、家
具
に
至
る
ま
で
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、自
然
と
調
和
し

た
安
全
・
安
心
・
健
康
で
長
持
ち

す
る
家
づ
く
り
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　﹁
夢
ハ
ウ
ス
﹂の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
①
特
許
を
取
得
し
て
い
る「
天
然
無
垢
材
の
乾
燥
」に
よ
り
、く
る

い
や
割
れ
が
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
強
い
建
材
を
実
現
。②
工
業
的
な

人
工
材
料
を
極
力
使
っ
て
い
な
い
た
め
、シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
原
因
と

な
る
有
害
物
質
を
抑
制
。③
冬
で
も
素
足
で
歩
け
る
保
温
効
果
、や

わ
ら
か
く
弾
力
性
が
あ
り
転
ん
で
も
ケ
ガ
を
し
に
く
い
、さ
わ
り
心

地
が
よ
い
、紫
外
線
吸
収
に
よ
り
目
や
肌
を
守
る
、音
を
和
ら
げ
る
、

通
気
性
に
優
れ
調
湿
効
果
が
あ
る
、空
気
清
浄
効
果
、防
カ
ビ
・
防
虫

効
果
な
ど
天
然
木
材
の
特
質
性
。④
天
然
木
か
ら
発
散
さ
れ
る
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
と
い
う
物
質
に
よ
る
集
成
材
や
合
板
に
は
な
い
安
心

感
や
癒
し
な
ど
の
森
林
浴
効
果
。⑤
山
林
の
買
付
、伐
採
か
ら
製
材
、

プ
レ
カ
ッ
ト
、パ
ネ
ル
加
工
ま
で
の
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
、一
貫
品

質
管
理
に
よ
り
中
間
マ
ー
ジ
ン
や
木
造
建
築
の
技
術
コ
ス
ト
を
大

幅
に
カ
ッ
ト
で
き
、低
価
格
で
の
供
給
を
実
現
。　
以
上
。

　
組
合
は
、去
る
11
月
11
日
、12
日
に
は
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
行

わ
れ
た
や
ま
な
し
住
宅
フ
ェ
ア
に
出
展
し
、

﹁
夢
ハ
ウ
ス
﹂を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。展

示
で
は
自
然
素
材
の
建
材
、実
物
の
床
な
ど

を
使
っ
て
人
工
素
材
と
の
違
い
を
体
感
で

き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
構
造
シ
ス
テ
ム
の

説
明
会
、住
ま
い
づ
く
り
の
相
談
会
を
行
い
、

２
日
間
で
50
組
の
引
き
合
い
が
あ
っ
た
。

　
組
合
で
は
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
受
注

拡
大
の
た
め
に
、新
し
い
取
り
組
み
に
目
を

向
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。夢
ハ
ウ

ス
や
住
ま
い
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
組
合
ま
で
。

組
合
員
の
拠
点
を

み
ん
な
で
リ
フ
ォ
ー
ム

第
50
回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
in
Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ

第
19
回
宝
石
研
磨
石
創
作
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

「
夢
ハ
ウ
ス
」

　
〜
自
然
素
材
を
使
っ
て
安
全
・
安
心
・
健
康
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
持
ち
す
る
家
づ
く
り
を
〜

山梨県宝石研磨工業協同組合

山梨県中小建設業協同組合

山梨県板金工業組合

TOPICS

TOPICS

TOPICS

会場風景

好評を博した住宅フェアでの展示

手分けでリフォーム作業に取り組む組合員

　
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業

協
同
組
合
︵
小
田
切
富
男

理
事
長
︶
は
、
11
月
１
日
・

２
日
の
両
日
、
中
巨
摩
郡

昭
和
町
の
ア
ピ
オ
に
お
い

て
、
第
50
回
ジ
ェ
ム
ス
ト

ー
ン
フ
ェ
ア
in
Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ

を
開
催
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
対
象
と
し
た
、

宝
飾
品
の
素
材
と
な
る
宝

石
や
貴
石
な
ど
の
見
本
市

で
、組
合
員
や
協
賛
企
業
37
社
が
出
展
し
た
。50
回
目
と
な
る
今

回
は
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
い
な
い
組
合
員
も
含
め
た
組
合
員
全

員
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
組
合
と
友
好
協
定
を
結

ん
で
い
る﹁
ド
イ
ツ
貴
石
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
工
業
協
同
組
合
﹂を
紹

介
す
る
ド
イ
ツ
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
。

　
山
梨
の
研
磨
技
術
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
技
術
に
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
創
意
工
夫
を
積
み
重
ね
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
、全
国
の
宝
飾
品
の
３
分
の
１
を
生
産
す
る
産
地
の
中
で
、そ

の
宝
飾
品
に
使
わ
れ
る
宝
石
や
貴
石
を
こ
の
宝
石
研
磨
業
界
が

担
っ
て
い
る
。ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
は
、研
磨
組
合
の
組
合

員
の
販
売
促
進
を
目
的
に
、
昭
和
55
年
９
月
の
組
合
創
立
と
と

も
に
、
第
１
回
研
磨
新
作
見
本
市
を
開
催
し
て
以
来
26
年
を
経

過
し
、素
材
提
供
者
の
見
本
市
と
し
て
定
着
し
、県
内
外
か
ら
多

く
の
業
界
関
係
者
を
集
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
併
せ
て
第
19
回
宝
石
研
磨

石
創
作
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、山
梨
県
知
事
賞
、

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会

長
賞
な
ど
入
賞
作
品
22
点
が
表
彰

さ
れ
、フ
ェ
ア
会
場
に
展
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
宝
石
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、

自
由
な
発
想
に
よ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー

カ
ッ
ト
や
貴
石
を
使
用
し
た
宝
飾

作
品
を
募
集
し
た
も
の
で
、
組
合
員

や
関
連
企
業
の
ほ
か
、
県
立
宝
石
美

術
専
門
学
校
の
学
生
な
ど
か
ら
も

応
募
が
あ
っ
た
。

テープカットを行う関係者の皆さん

　
山
梨
県
板
金
工
業
組
合

︵
宮
川
長
光
理
事
長
　
組

合
員
86
名
︶で
は
、10
月
22

日
の
日
曜
日
に
組
合
員
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、

組
合
事
務
所
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
を
行
っ
た
。

　
当
日
は
秋
の
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
朝
の
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
か
け
、
組

合
員
15
人
が
屋
根
の
板
金

工
事
や
ペ
ン
キ
の
塗
り
替

え
作
業
な
ど
に
手
分
け
で

取
り
組
ん
だ
。

　
組
合
は
昨
年
６
月
に
、

そ
れ
ま
で
の
賃
貸
マ
ン
シ

ョ
ン
か
ら
組
合
員
が
石
和
町
に
所
有
し
て
い
た
空
き
事
務
所
に

事
務
局
を
移
転
。
広
い
駐
車
場
と
会
議
室
も
あ
る
事
務
所
に
な

っ
た
こ
と
で
、理
事
会
や
研
修
会
、青
年
部
の
会
合
な
ど
と
様
々

に
使
え
る
事
務
所
と
な
っ
た
。

　
組
合
員
の
拠
点
と
し
て
広
く
て
便
利
な
事
務
所
を
持
っ
た
こ

と
が
組
合
員
の
気
持
ち
に
も
前
向
き
な
影
響
を
与
え
、こ
の
度
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
。看
板
や
ポ
ス
ト
な
ど
は
組
合
員
か
ら
の
寄
付
、屋
根
材
は

板
金
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
無
償
提
供
も
あ
り
、
経
費
を
か
け
ず
に

立
派
な
改
修
工
事
と
な
っ
た
。

　
宮
川
理
事
長
は
、﹁
独
立
事
務
所
を
持
っ
た
こ
と
で
組
合
員
が

立
ち
寄
り
易
く
な
り
、
組
合
員
間
や
役
員
間
の
意
志
疎
通
も
円

滑
に
な
っ
た
。
会
議
や

研
修
会
も
予
約
や
終

了
時
間
を
気
に
し
な

い
で
使
え
る
の
で
、
組

合
の
活
性
化
に
も
効

果
を
上
げ
て
い
る
﹂﹁
今

後
は
組
合
活
動
の
一

層
の
充
実
を
図
り
、
板

金
業
界
の
全
国
大
会

を
開
催
で
き
る
く
ら

い
ま
で
に
、
団
結
力
を

高
め
た
い
﹂
と
希
望
を

語
っ
て
く
れ
た
。

看板まで含めて新装なった組合事務所と手伝ってくれた
組合員

「夢ハウス」の本格和風住宅
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組合事務局Hello!Hello!

イーストモール協同組合

Hello!

事務局　総務部長：丸山秀木さん

設立／昭和62年5月1日

所在地／甲府市朝気3-1-12

理事長／櫻林幸男　

組合員数／7人　職員数／10人　

出資金／2,220千円

TEL／055-235-4411　

FAX／055-237-2077

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー﹁
バ
リ
オ
﹂の
管
理
・
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。販
売
促
進
の
た
め
の
セ
ー
ル
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
・
実
施
な
ど
の
共
同
宣
伝
事
業
や
建
物
の

営
繕
や
貸
し
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
管
理
、
経
営
者
・
従

業
員
向
け
の
教
育
研
修
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を

　
　
し
て
い
ま
す
か
？

　
組
合
運
営
の
一
般
事
務
、
テ
ナ
ン
ト
の
売
上
管
理

な
ど
経
理
事
務
、
各
種
販
促
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、

ホ
ー
ル
の
貸
出
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
と
し
て

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
組
合
設
立
当
初
よ
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は

地
元
主
導
、
地
域
密
着
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
最
近
は
高

齢
層
の
お
客
様
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
親
し
み
や
す

い
接
客
で
の
差
別
化
を
テ
ナ
ン
ト
一
丸
と
な
っ
て
徹

底
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
の
会
員
が
順
調
に
伸
び
て

お
り
、根
付
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
ク
レ
ー
ム
が
減
っ
て
き
て
お
り
、
前

述
の
接
客
姿
勢
の
浸
透
と
顧
客
満
足
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
宣
伝
手
法
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、な
か
な
か
効
果
的
な
販
促
方
法
が
浮
か
び
ま

せ
ん
。

　
　
趣
味
は
？

　
休
日
に
は
子
供
と
一
緒
に
広
場
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
や
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
お
り
、家
族
と
一
緒
に
で
き
る

だ
け
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
ゴ
ル
フ

は
ス
ト
レ
ス
・
運
動
不
足
の
解
消
の
た
め
に
や
っ
て
お

り
、練
習
場
や
年
数
回
で
す
が
コ
ー
ス
に
も
出
て
い
ま

す
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　
12
月
14
日
か
ら
24
日
迄
の
期
間
、店
舗
を
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
飾
っ
て
﹁
ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会
﹂
を
行
い

ま
す
。特
等
と
し
て
５
万
円
の
バ
リ
オ
の
お
買
い
物
券

が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

ま
た
新
年
は
１
月
２
日
か
ら
初
売
り
を
行
い
ま
す
。

　
組
合
で
は
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
新
し
い
生
活
を

提
案
す
る
と
と
も
に
、効
果
的
な
テ
ナ
ン
ト
誘
致
や
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ナ
ン
ト
の
魅
力
づ
く
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
行
い
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
、
魅

力
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

QQQ Q QQQ

地域密着で親しみやすい店舗づくりを目指します。地域密着で親しみやすい店舗づくりを目指します。地域密着で親しみやすい店舗づくりを目指します。

甲府市東部の小売業者による地元主導型のショッピングセンター「バリオ」。甲府市東部の小売業者による地元主導型のショッピングセンター「バリオ」。
甲府市東南部の商圏のお客様に親しまれているこのショッピングセンターの甲府市東南部の商圏のお客様に親しまれているこのショッピングセンターの
管理・運営を行っているのがイーストモール協同組合である。管理・運営を行っているのがイーストモール協同組合である。
今回は事務局の丸山部長にお話を伺いました。今回は事務局の丸山部長にお話を伺いました。

甲府市東部の小売業者による地元主導型のショッピングセンター「バリオ」。
甲府市東南部の商圏のお客様に親しまれているこのショッピングセンターの
管理・運営を行っているのがイーストモール協同組合である。
今回は事務局の丸山部長にお話を伺いました。

平
成
平
成
18
年
度
年
度

青
年
部
県
大
会
開
催

青
年
部
県
大
会
開
催

美
肌
づ
く
り
は
笑
顔
か
ら

美
肌
づ
く
り
は
笑
顔
か
ら

平
成
18
年
度

青
年
部
県
大
会
開
催

美
肌
づ
く
り
は
笑
顔
か
ら

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
女
性
部

「口紅づくり」を体験中

成分の説明をする研究員

アピオで行われた講演会

　
山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同

組
合
女
性
部︵
藤
田
綾
子
部
長
︶

は
、
中
央
会
の
﹁
組
合
女
性
部

研
究
会
事
業
﹂
の
助
成
を
活
用

し
て
、
平
成
18
年
11
月
7
日
に

視
察
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
華
や
か
で
モ
ダ
ン
な
イ
メ

ー
ジ
に
あ
ふ
れ
る
化
粧
品
業

界
だ
が
、
再
販
制
度
の
全
廃
と

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

よ
り
年
々
価
格

競
争
が
激
化
し
、

消
費
者
は
従
来

の
よ
う
な
対
面

販
売
に
よ
ら
な
い
、

よ
り
安
価
で
多

彩
な
セ
ル
フ
販

売
の
化
粧
品
を

求
め
る
よ
う
に

な
り
、
品
ぞ
ろ

え
豊
富
な
大
型

店
に
流
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、﹁
美

肌
づ
く
り
は
笑

顔
か
ら
﹂と
題
し
、

資
生
堂
鎌
倉
工
場
、

か
ま
く
ら
工
房

に
お
い
て
製
造

過
程
か
ら
品
質

基
準
に
基
づ
い

た
原
料
の
品
質

チ
ェ
ッ
ク
や
検

査
工
程
等
の
見

学
、製
品
の
知
識

や
技
術
講
習
会

を
行
っ
た
。

　
今
も
昔
も
女
性
達
の
﹃
美
﹄

へ
の
こ
だ
わ
り
は
変
わ
ら
な
い
。

特
に
、
ス
キ
ン
ケ
ア
な
ど
に
つ

い
て
は
成
分
や
効
能
な
ど
の

知
識
が
接
客
に
繁
栄
さ
れ
企

業
経
営
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い

る
た
め
、
参
加
者
は
み
な
真
剣

な
面
持
ち
で
研
修
を
行
っ
た
。

　
﹁
モ
ノ
づ
く
り
の
原
点
が
、

お
客
さ
ま
の
喜
び
な
ら
、
私
た

ち
は
、
お
客
さ
ま
を
笑
顔
に
変

え
て
い
き
た
い
。
﹂
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
身
近
な
化
粧
品
の
一

つ
﹁
口
紅
づ
く
り
﹂
の
体
験
も

併
せ
て
行
わ
れ
た
。

タクト
専務取締役
堀内　信氏

印傳屋上原勇七
代表取締役社長
上原重樹氏

山梨県産業文化研究所
代表

坂本　宏氏

　
平
成
18
年
11
月
17
日︵
金
︶﹁
ア

ピ
オ
甲
府
﹂
に
お
い
て
、
平
成

18
年
度
中
小
企
業
青
年
部
県

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会

は
、
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
と
山
梨
県
中
小
企
業
団

体
青
年
中
央
会
︵
初
鹿
武
仁
会

長
︶
と
の
共
催
に
よ
り
約
60
人

の
出
席
者
を
集
め
て
講
演
会
・

事
例
発
表
等
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
会
で
は
、
山
梨
県
産
業

文
化
研
究
所
代
表
の
坂
本
宏

氏
が
﹁
こ
れ
ま
で
の
山
梨
、
こ

れ
か
ら
の
山
梨
﹂を
テ
ー
マ
に
、

山
梨
県
経
済
の
歴
史
及
び
地

政
学
上
の
特
徴
に
つ
い
て
武

田
信
玄
等
の
戦
国
武
将
な
ど

を
例
に
と
っ
て
講
演
を
行
う

と
と
も
に
、
青
年
中
央
会
に
期

待
す
る
こ
と
と
し
て
、
研
究
施

設
が
多
く
置
か
れ
て
い
る
東
京
・

三
多
摩
地
区
等
と
の
交
流
の

活
発
化
や
産
学
官
連
携
の
推

進
な
ど
が
要
望
さ
れ
た
。

　
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
事

例
紹
介
で
は
、
当
県
か
ら
全
国

に
向
け
て
事
業
を
展
開
し
て

い
る
企
業
の
代
表
と
し
て
、
上

原
重
樹
氏
︵
印
傳
屋
上
原
勇
七

代
表
取
締
役
社
長
︶
、
企
業
間

連
携
を
行
い

事
業
の
拡
大

を
目
指
す
企

業
の
代
表
と

し
て
、堀
内
信

氏︵
タ
ク
ト
専

務
取
締
役
︶が
、

そ
れ
ぞ
れ
発

表
を
行
い
、県

内
企
業
が
今

後
ど
の
よ
う

な
形
で
生
き

残
り
を
掛
け

て
い
く
の
か

に
つ
い
て
事

例
を
示
し
て

い
た
。

　
ま
た
、異
業

種
交
流
を
目

的
に
行
わ
れ

た
交
流
会
で
は
、

３
分
間
ス
ピ

ー
チ
と
題
し

た
発
表
が
任

意
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
か
ら
の
宣
伝
事
項
及
び
要

望
事
項
な
ど
が
多
数
発
表
さ

れ
て
い
た
。



第三種郵便物認可　平成18年12月１日（金曜日）中小企業タイムズ（7）

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
りjob support

団
塊
の
世
代

　
　『
1
9
6
0
年
代
の「
若
者
の
反
乱
」は
、

　
　
戦
争
直
後
に
生
ま
れ
た
人
口
の
膨
ら
み
が

　
　
通
り
過
ぎ
る
嵐
で
あ
っ
た
。

　
　
か
つ
て
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
と
呼
ば
れ
、

　
　
ヤ
ン
グ
と
い
わ
れ
た
、こ
の「
団
塊
の
世
代
」は
、

　
　
過
去
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

　
　
将
来
に
お
い
て
も
数
々
の
流
行
と
需
要
を
作
り
、

　
　
過
当
競
争
と
過
剰
施
設
と
を
残
し
つ
つ
、

　
　
年
老
い
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。』

■

堺
屋
太
一
氏
が
1
9
7
6
年
に
発
表
し
た
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
経

済
小
説﹁
団
塊
の
世
代
﹂の
書
き
出
し
で
あ
る
。団
塊
の
世
代
と
い
う
言
葉

を
世
に
送
り
出
し
た
小
説
と
な
っ
た
。﹁
2
0
0
7
年
度
か
ら
問
題
﹂で
、

団
塊
の
言
葉
が
再
燃
し
て
い
る
世
代
だ
が
、30
年
前
と
い
え
ば
彼
ら
が
27

〜
30
歳
の
働
き
盛
り
の
時
代
だ
。そ
の
彼
ら
が
中
高
年
に
達
し
た
と
き
、

実
際
に
起
こ
り
そ
う
な
事
例
を
物
語
で
展
開
し
た
。第
一
話﹁
与
機
待
果
﹂

は
、成
果
の
上
が
ら
ぬ
事
業
に
関
与
し
た
エ
リ
ー
ト
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
悲

哀
を
、第
二
話﹁
3
日
間
の
反
乱
﹂で
は
、結
局
は
組
織
に
し
が
み
つ
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
性
︵
さ
が
︶
を
描
い
た
。
以

下
、後
半
の
第
三
話﹁
ミ
ド
ル
･
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
﹂は
銀
行
の
ス
リ
ム
化

に
直
面
し
た
ミ
ド
ル
層
の
苦
悩
を
、第
四
話﹁
民
族
の
秋
﹂で
は
、中
年
エ

リ
ー
ト
官
僚
と
若
手
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
扱
っ
た
。

■

今
、30
年
前
の
未
来
小
説
を
読
み
返
し
た
と
き
、こ
の
時
代
を
過
ご

し
て
き
た
準
団
塊
の
世
代
に
は
、現
実
を
描
い
た
よ
う
で
万
感
の
思
い
を

禁
じ
え
な
い
。叫
ば
れ
て
い
る
と
お
り
、2
0
0
7
年
か
ら
団
塊
の
世
代

の
大
量
離
職
が
始
ま
る
。片
や
、現
実
に
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
転
換

し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、社
会
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。退
職
金
や
年
金
に
ゆ
と
り
の
あ
る
団
塊
の
世
代
が
社
会
を
変
え

る
と
の
期
待
が
あ
る
。一
方
、団
塊
の
世
代
が
消
費
に
回
せ
る
可
処
分
所

得
は
意
外
と
少
な
い
と
し
て
、退
職
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
難
し
さ
を
指

摘
す
る
声
も
あ
る
。ま
た
、経
済
の
回
復
に
伴
う
若
年
者
不
足
に
、団
塊
の

世
代
が
労
働
力
と
し
て
対
応
す
る
に
は
職
種
や
技
術
・
技
能
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
い
か
に
解
消
す
る
か
も
考
え
ど
こ
ろ
だ
。

■

堺
屋
氏
は
、去
る
９
月
24
日
の
某
局
の
番
組
の
中
で
、こ
の
小
説
の

中
の
二
つ
は
当
た
っ
て
い
た
と
言
い
切
っ
た
。誰
し
も
未
来
を
知
り
た
い

気
持
を
も
っ
て
い
る
。今
後
も
予
測
が
可
能
な
ら
ば
、堺
屋
氏
に
は
再
度
、

向
こ
う
10
年
間
の
近
未
来
の
経
済
予
測
と
共
に
、そ
の
社
会
で
生
き
る
団

塊
の
世
代
の
姿
を
描
き
出
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
求
職
活
動
援
助
事
業
推
進
室
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し

情報BOX
●高齢者を自ら教育し、活用してみませんか。

シニアワークプログラムのご案内
　おおむね55歳以上65歳未満の就職希望者に、必要な技能講習を実施したのち、
雇用が行える業界団体を募集しています。
　シニアワークプログラム事業は、高齢者の就職に向けた「技能講習会」を開催し、
講習修了者と企業との「合同面接会」の開催によって、就職の促進を図るもので、
平成18年度は、「タクシー乗務員」、「フォークリフト運転者」、「警備業務員」などの
養成コースを開催しています。
事業実施の要件は、
　「技能講習会」の講師は、業界団体等から派遣していただきます。
　「合同説明会」へは、業界団体等の構成企業で求人募集を行っている企業に参加
していただきます。
　「技能講習会」及び「合同説明会」の開催に伴う費用は、山梨県シルバー人材セン
ター連合会が予算の範囲内において負担します。

2006
デジタル家電・電化まつり
開催中

お申込・お問い合わせ

山梨県中小企業団体中央会　労働課　Tel.055-237-3215 お問い合わせ 山梨県電機商業組合　Tel.055-275-6470

●山梨県電機商業組合からのご案内

　山梨県電機商業組合（輿石和泉理事長）は、恒例の電
化まつりを11月1日から12月末日まで開催している。

期間中2万円以上お買いあげの
お客様に抽選で600名に、味覚の
王様ムツ湾の「活ホタテ貝」をプ
レゼント。
　家電の買換えをお考えの皆様、
是非、お近くの組合加盟の電気
店をご利用下さい。
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2006年もあっという間…残り1ヶ月となりま

した。毎年のこの時期になると1年を振り返り、

やり残したことがあるかどうか思い出しては「ま

だ1ヶ月ある、頑張ろう!」と自分に言い聞かせ

ます。読者の皆さんはいかがですか?

　ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班

までお寄せ下さい。

TEL 055-237-3215  FAX 055-237-3216

E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

編

集

後

記

中小企業団体

新春交流会

平成19年

1月6日（土）10：30〜

アイメッセ山梨

20072007

おもいやりのこころ

参加費お一人様

2,000円

（甲府市大津町）

記
念
講
演 演題

講師

経営のこころと佛の教え

山 田 法 胤 氏

親睦ゴルフコンペを開催
山梨県中小企業団体中央会

ソムリエによるワインの説明

団体戦優勝の山梨県撚糸工業組合

全国ふるさとフェア2006へ出展
　同フェアは、11月4（土）・5日（日）の両日、横浜・赤

レンガ倉庫イベント広場において、文明開化発祥の地・

横浜から「全国の郷土や食文化を広く一般に情報発

信しよう」という主旨のもと、観光誘致、地元の活性化、

地元の文化・郷土の紹介、特産品の販売・ＰＲに寄与

することを目的に開催された。

　当日は、天候に恵まれ、20万人を超える来場者があ

り、本会観光事業部は、山梨県ワイン酒造協同組合（中

央葡萄酒㈱、マンズワイン㈱、敷島醸造㈱、アルプス

ワイン㈱）及び山梨県食品工業団地協同組合（㈱かい

や）の協力を得て、試飲試食販売を行い、千人を超え

る来場者に山梨の味を味わっていただくことができ

た。また、記念品とともに旅館組合のパンフレット、

紅葉情報など山梨県の観光ＰＲを行ったところ、非常に好評であり、これをきっかけに1人でも多くの観光客

が本県に訪れることが期待される。

　中央会は、11月12日、笛吹市「ウッドストックカントリークラブ」

において、中小企業団体の親睦と交流を図るため、第37回県下中

小企業団体親睦ゴルフコンペを開催した。

　当日は、会員をはじめとして120名の参加者があり、風が吹く肌

寒い中、新ペリア方式による団体戦、個人戦を行い、日頃のゴルフ

の腕を競い、鋭気を養っていた。


　なお、団体戦、

個人戦の主な成

績は次のとおり。

【団体戦】
　優　勝　山梨県撚糸工業組合

　準優勝　山梨県水晶美術彫刻協同組合

【個人戦】
　優　勝　東福寺正一
（山梨県冷凍空調設備事業協同組合)

　準優勝　藤巻　軍二
（山梨生コンクリート協同組合)


